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　　秋晴れのもと、健脚を競う
　10月10日体育の日、秋晴れの陸上競技場でRUN・ランリレーカー

ニバルが行われました。最後の種目となる一般の部クロスカント

リーリレーには29チームが参加し、健脚を競いました。今年で第

33回を迎えた市民スポーツ大会は、市内各会場で18種目に3，400人

が参加し、スポーツの秋にいい汗を流しました。各部門第1位の

選手名は8ページに掲載しましたのでご覧ください。

　　　　　第3回ぎもの園遊会　　　2・3

　マルチヌデ峯雰藪正叉ティバル　　4・5

　　　　　都市計画区域見直し一6・7
第3a回市民スポーツ大会結果ほか　　8

　　　　　体育協会の表彰ほか一9

　W杯公認キャンプ誘致活動ほか　　　10

　　保育所・幼稚園の入所案内　　　11

　　　　　　　上水道の決算一12
　　　　　シリーズ介護保険◎一13

　　　　　　　VOIGE　UP－14・15
　　お知らせ・インフォメーション　　　16～18

　　　　　健康・保健コーナー　　　19
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第
3
回
新
潟
県

㎜
＼
き
も
の
園

＼＼、

　

ln

　
1
0
月
9
日
㈹
、
ク
ロ
ス
ー
0
と
昭
和
町
通
り
を
会
場
に
「
第

3
回
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
h
十
日
町
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

着
物
人
口
が
減
少
す
る
中
、
着
物
を
着
る
機
会
を
増
や
そ
う

と
始
ま
り
、
5
月
3
日
の
「
き
も
の
ま
つ
り
」
と
と
も
に
着

物
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
十
日
町
の
秋

に
華
や
か
な
1
日
を
演
出
し
ま
し
た
。

k

灘
鑑

散歩着展示コーナー「わかむらさきの会」による帯結び

十卸
　
「
き
も
の
ゾ
ー
ン
」
と
な
っ
た
ク

ロ
ス
ー
0
で
は
「
き
も
の
ス
テ
ー
ジ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

新
潟
県
き
も
の
女
王
3
人
と
ミ
ス
十

日
町
雪
ま
つ
り
2
人
が
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
着
物
へ
の
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
十
日
町
小
学
校

の
き
も
の
サ
ー
ク
ル
「
わ
か
む
ら
さ

き
の
会
」
に
よ
る
帯
結
び
の
実
演
や

華
や
か
な
「
き
も
の
シ
ョ
ー
」
が
行

わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
に
ぎ

　
ま
た
、
「
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
」
と
な
っ

た
昭
和
町
通
り
で
は
、
午
後
1
時
か

ら
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
昭
和
町
ら

し
く
ゾ
ー
ン
に
は
花
が
飾
ら
れ
、
着

物
で
道
行
く
人
を
和
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
染
色
体

験
、
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ

ョ
ー
、
ミ
ス
撮
影
会
な
ど
お
お
ぜ
い

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

門

2

きもの広場での無料茶席



昭和町2・3丁圓が
　　都市景観犬賞受賞

　雪国、織物産地という地域特性を生かしながら、

地元住民と商工会・行政が一体となってまちづく

りを進めてきた昭和町2・3丁目が、今年度の都

市景観大賞に輝きました。10月4日（月）の「都市景

観の日」には昭和町通り商店街協同組合の関野健

治さんと宮入正吉さん、市職員が都内で行われた

式典にのぞみ、建設大臣の祝辞を受けた後、晴れ

て大賞の授与を受けました。

都市景観大賞は、望まし恥都市景観の整備や景

観形成に係わる諸活動を促進するため、建設省が

創設した表彰制度です。

選考は、それぞれ空間規模によって3部門に別

れ、昭和町2・3丁目は小空問レベルの景観を競

う部門において、全国で7つの受賞地区の一つに

選ばれました。

今回の受賞を期に、素敵なまち並みが市内に広

がっていくことが期待されます。

ミス撮影会

おおぜいのアマチュアカメラ

マンが参加しました

大道芸パフォーマンスショー

　
き
も
の
ま
つ
り
に
引

町
1
～
6
・
高
田
町
な

ん
」
を
展
示
し
ま
し
た

　
こ
の
一
店
一
の
れ
ん
ロ

　
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
h

の
推
進
の
た
め
に
、
宝

を
受
け
て
実
施
し
た
も
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「より身近に、より快適に」情報通

信の今を紹介した玉木千太郎氏

「情報は受け手の立場を考えて組み
立てることが大切」椎名亜希子氏

「大地の芸術祭にインターネット
戦略は不可欠です」小出治氏

轟
爆

鍵
鷲
稽
謬
海
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灘
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　　　ガダ

　10月9日（±）・10日（日）の2日問、マルチメディアフェスティバルin越後

妻有’99が十日町情報館で行われました。図書館機能のほか視聴覚・情報

受発信機能を兼ね備えた新しい施設に圏域住民の関心も高く、2日間で

1，700人が訪れました。特に、インターネット体験コーナーや、子どもた

ちに人気のオリジナルカレンダーづくりコーナーは終日大盛況。インタ

ーネットの基礎を学ぶ講習会もすべて満員となったほか、里創プランP

Rコーナーや情報通信の最新機器展示にも一日中人があふれていました。
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満員となった講習会 嚢

北越急行社員の手ほどきに子どもたちは真剣
そのもの。列車運転ゲーム「電車でGO」体験

4



縦欝難磁
　　　　　i擬≧

掴畿

i欝う

揺籍

｝蕊

ド
～

　十日町情報館の視聴覚ホールでは、9日（土）・10日（日）の両日、情報通信分野の

最前線で活躍する3人を講師に迎え、情報化社会の現状と地域情報の受発信の

あり方をテーマに講演が行われました。十日町情報館という新たな施設を手に

入れた私たちは、最新の技術を駆使しながら、どのように情報化社会と向き合

い、地域の活性化を実現すべきなのか。「地域づくりと情報ネットワーク」「イ

ンターネットの楽しみ」「最新情報通信事情」という興味深いテーマと、実践に

裏打ちされた講演に参加者の注目が集まっていました。

最新情報通信蒙情
～電話のあとにiめぎすもの一

玉木千太郎氏
（N　T　T東日本新潟支店〉

響ぐに楽しめる

インターネット

　椎名亜希子さん
　くマルチメディアプ日デューサー）

地域づくりと

情報ネットワーク

　　小出　　治氏
　　（東京大学都市工学科教授）

　最近の電気通信は内容が大きく変

化してきており、その中心は従来の

会話を伝えるだけの音声通信から、

データ通信に移行しつつあります。

講師はインターネットに代表される

グローバルな通信網を、機器や通信

速度、伝達手法の改良にあわせてど

のように使いこなすべきかを実例を

交えて紹介しました。

　椎名亜希子さんは、モデルとして

活躍した後、アップルコンピュータ

儀魅せられて写真加工・電子出版の

基礎を築いた、アルダス社（現アド

ビ社）に勤務。現在はホームページ

プロデューサーとして活躍中です。

そんな彼女を講師に迎え、インター

ネットの今と、楽しみ方を分かりや

すく解説していただきました。

　全国初の取り組みともいえる十目

町圏域6市町村連携による芸術によ

る地域振輿。来年夏に開催する「大

地の芸術祭　越後妻有アートトリエ

ンナーレ2000」の公式ホームページ

などを素材にしながら、住民参加に

よる地域情報ネットワークのあり方

や、情報を活用した地域振興の可能

性を探りました。

　最近の電気通僑は、通信方法の改

良やデータ圧縮・転送技術の開発と

結び付き、晶質の高い動画の配僑も

できるようになってきました。

　同時に、携帯電話のインターネッ

ト端末として利用が始まり、安い初

期投資で口座振込やチケット予約な

ど、生活のあらゆる場面に利用でき

るサービスも開始されて恥ます。

　イントラネット（インターネット

に接続した企業内情報ネットワーク）

の活用では、文書管理、掲示板、社

員録、会場予約、車輌予約などを社

員一人ひとりのコンピュータ上から

組織すべてに配僑・受信できること

により、社内での膨大な紙の回覧が

不要となっている事例を体験談を交

えて紹介しています。さらに先進的

な事例として、海外工場との納期、

発注、仕様変更等のやηとりをイン

ターネット上で即時に行っている企

業や、宅配業務と連携したインター

ネット上での受注による、格安な物

品の全国販売の事例が紹介されまし

た◎

　60億分の1億3千万。この数字は

世界中でインターネットに接続して

いる人の数です。インターネットは

軍事用に開発された世界規模の情報

網が、研究機関に開放され、続いて

企業から家庭へと広がりをみせてき

た歴史をもっています。今やインタ

ーネットの活用は、広告マスコミ産

業のみならず、あらゆる分野の企業

や個人までもが、みずからの方針や

考え方を示す場として利用していま

す。そして、インターネットが従来

の情報伝達手段と決定的に違う点が

「情報のインタラクティブ性（双方向

性〉」です。すなわち、もはや私たち

は一方的に情報を与えられるだけの

存在ではなく、与えられた情報に意

思を加えて返すことが可能となって

います。さらに積極的に発僑者にも

なれるのです。

　情報発信をしようとする人は、必

ずしもオリジナルな情報でなくとも、

素材を吟味し、相手の立場に立って

加工ができる「編集者」の視点を持

ってほしいと述べて騨ます。

　十日町情報館というインフラ整備

が完了した十日町広域圏で、全国的

にもめずらしい6市町村連携による

「芸術による地域振興」が行われよ

うとしています。世紀の一大イベン

トに取り組もうとするならば、地域

の独自性やすばらしさを世界に情報

発信する必要があります。

　そこで、「大地の芸術祭」の成功に

は、あらためて住民参加とまちづく

りを見直すとともに、言葉の壁を乗

り越え世界に情報を送るための分業

や提携など、新たな体制づくりが必

要となっています。情報発信の取り

組みは国内でも多くの事例がみうけ

られ、石川県七尾市や、富山県山田

村では行政情報や日常生活に役立つ

情報が盛んに発信されています。

　また東京大学でも学生の募集要項

や事務文書をすべてインターネット

上で閲覧できるようになり、情報伝

達スタイルが一新しました。当地域

でも情報発信を通じて、地域活性化

へのさまざまな道を模索していただ

きたいと述べています。
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市の将来都市像

新
長
期
発
展
計
画

『
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に

満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
』

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
『
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
』

「
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
」

　
　
　
づ
く
り
の
た
め
に

　
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路

　
（
高
規
格
道
路
）
の
整
備
な
ど
に
よ

り
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
「
人
・
物
・
情
報
」
の
流
れ
が

、
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
全
域
に
わ

た
り
新
た
な
開
発
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
開
発
だ
け
で
な
く
、

現
在
の
住
環
境
を
改
善
し
た
り
、
自

然
環
境
を
保
全
し
た
り
、
十
日
町
市

を
「
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
」
に
育

て
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
土
地
を
使
う
に
し
て
も
、

建
物
を
建
て
る
に
し
て
も
、
周
り
の

こ
と
を
考
え
な
い
で
利
用
す
れ
ば
、

多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
土
地
利
用
や

建
築
は
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
に
は
、
都
市
計
画
区
域
の
指

定
に
よ
る
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準

法
の
ル
ー
ル
の
活
用
が
有
効
で
す
。

都
市
計
画
区
域
に

な
る
と
ど
う
な
る
の

　
都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と

都
市
計
画
法
、
国
土
利
用
計
画
法
、

建
築
基
準
法
な
ど
に
よ
り
適
正
な
土

地
利
用
の
誘
導
や
よ
り
良
い
住
環
境

形
成
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ル
ー

ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
3
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
開

　
発
行
為
を
す
る
場
合
は
県
知
事
の

　
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
5
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地

　
取
引
は
県
知
事
へ
の
届
け
出
が
必

　
要
に
な
り
ま
す
。

■
新
築
及
び
1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

　
の
増
改
築
の
場
合
、
建
築
確
認
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。
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現
在
の
都
市
計
画
区
域
は
昭
和
2
9
年
3
月
31
日
の
市
域
（
十
日
町
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じ

…
治
・
六
箇
．
中
条
）
に
対
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

「
ー
ー
I
1
9
1
1
1
1
1
謄
5
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ー
l
I
l
I
I
I
酢
l
l
l
I
－
I
I
I
I
巳
ー
1
ー
ー
ー
ー
O
l
1
0
畢
8
1
1
1
1
巳
匹
I
」

建
築
時
の
主
な
要
件

●
建
築
物
の
敷
地
は
幅
員
4

　
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に

　
間
口
が
2
メ
ー
ト
ル
以
上

　
接
し
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

●
建
ぺ
い
率
（
敷
地
に
対
す

　
る
建
築
面
積
割
合
）
が
7
0

　
％
以
下
で
な
け
れ
ば
な
り

　
ま
せ
ん
。

●
容
積
率
（
敷
地
面
積
に
対

　
す
る
建
築
物
の
延
べ
床
面

　
積
）
が
4
0
0
％
以
下
で

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
用
途
地
域
で
建
ぺ
い

　
率
・
容
積
率
が
す
で
に
定

　
め
ら
れ
て
い
る
地
域
は
そ

　
の
率
に
よ
り
ま
す
。
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見
直
し
の
方
針

　
市
政
は
全
域
を
対
象
と
し
て
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
計

画
制
度
の
上
で
一
体
の
都
市
と
し
て

扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
市
域
の
一

部
で
あ
る
都
市
計
画
区
域
の
み
で
す
。

　
今
後
、
市
の
全
域
を
都
市
計
画
区

域
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市

計
画
制
度
の
上
で
も
一
体
の
都
市
と

し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
計
画
的
で

効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
全
域
を
都
市
計
画

区
域
と
す
る
の

　
都
市
計
画
の
中
心
と
な
る
の
は
市

街
地
で
す
が
、
市
街
地
（
都
市
地
域
）

と
農
村
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な

役
割
を
担
い
、
互
い
を
補
い
あ
う
関

係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
の

拡
大
が
農
地
や
緑
地
の
縮
小
を
引
き

起
こ
す
よ
う
に
、
2
つ
の
地
域
は
表

裏
の
関
係
に
あ
る
た
め
一
体
に
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
農
村
地
域
に
都
市
計
画
法

を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
と
と
も
に
、
都
市
計

画
法
や
建
築
基
準
法
な
ど
に
基
づ
い

た
整
備
手
法
の
導
入
も
可
能
と
な
る

た
め
住
環
境
整
備
や
地
域
づ
く
り
の

幅
も
広
が
り
ま
す
。

指
定
の
時
期
は

　
都
市
計
画
区
域
の
指
定
は
県
知
事

の
行
う
都
市
計
画
の
一
つ
で
す
。
こ

の
た
め
、
今
後
、
県
や
建
設
省
と
協

議
を
進
め
、
新
潟
県
国
土
利
用
地
方

審
議
会
及
び
新
潟
県
都
市
計
画
地
方

審
議
会
の
審
議
を
経
て
県
知
事
に
よ

っ
て
指
定
さ
れ
ま
す
。
指
定
の
時
期

は
平
成
1
3
年
4
月
－
日
の
予
定
で

す
。
（
審
議
会
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
り
早
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
新
た
に
都
市
計
画
区
域
に
編
入
を

考
え
て
い
る
下
条
、
吉
田
、
水
沢
地

区
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
下
条
地
区

日
時
”

場
所
”

平
成
n
年
1
1
月
2
日
㈹

午
後
7
時
か
ら

下
条
地
区
公
民
館

●
吉
田
地
区

日
時
日

場
所
“

平
成
1
1
年
n
月
4
日
㈲

午
後
7
時
か
ら

吉
田
地
区
公
民
館

●
水
沢
地
区

日
時
”

場
所
“

平
成
n
年
n
月
5
日
樹

午
後
7
時
か
ら

水
沢
地
区
公
民
館

制
度
か
ら
3
0
年
、
法
律
も
見
直
し

　
線
引
き
制
度
、
用
途
地
域
制
度
、

地
区
計
画
制
度
等
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
制
度
の
内
容
や
手
続
き
を

定
め
た
都
市
計
画
法
に
つ
い
て
、
現

在
、
都
市
計
画
中
央
審
議
会
計
画
制

度
小
委
員
会
で
法
施
行
後
3
0
年
の
経

済
変
化
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
同
小

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状

況
を
取
り
ま
と
め
た
「
都
市
計
画
制

度
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
」
を
公
表

し
、
H
月
1
0
日
㈱
ま
で
の
間
、
広
く

意
見
募
集
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
「
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
」
は
、
次
の
6
項
目
を
柱
と

し
て
、
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
制

度
構
成
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
都
道
府
県
の
都
市
計
画
に
関
す
る

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
創
設

②
都
市
計
画
区
域
外
に
お
け
る
開
発

　
行
為
及
び
建
築
行
為
に
つ
い
て
の

　
考
え
方

③
線
引
き
制
度
及
び
開
発
許
可
制
度

　
の
見
直
し

④
既
成
市
街
地
再
整
備
の
た
め
の
新

　
た
な
制
度

11

月
1
0
日
㈱
ま
で

⑤
環
境
問
題
等
へ
の
対
応
の
た
め
の

　
制
度
の
強
化

⑥
都
市
計
画
の
決
定
シ
ス
テ
ム
の
合

　
理
化

　
ご
関
心
を
お
持
ち
の
人
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
資
料
を
入
手
の

上
、
記
載
要
領
に
基
づ
い
て
建
設
省

都
市
局
都
市
計
画
課
ま
で
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
建
設
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
辟
8
”
＼
＼
ヨ
o
ρ
閃
o
．
甘
＼

●
建
設
省
都
市
局
都
市
整
備
課
あ
て

　
（
〒
1
0
0
1
8
9
4
4
東
京
都

　
千
代
田
区
霞
ヶ
関
2
i
1
－
3
）
に

　
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
A
4
封
筒

　
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
都
市
計
画

　
係
へ
。
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灘
鰍
露
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鰯驚灘

蝋

　
　
　
　
会

・
而
ツ

33

ポ

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
代
表
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
第
3
3
回
市
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
1
8
の
種
目
に
の
べ
3
千
4
百
人
の
市

民
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
各
部
門
第
1
位

の
選
手
名
・
チ
ー
ム
名
（
敬
称
略
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
表
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
岳
協
会
主
催
の
「
日
光

白
根
山
登
山
」
に
は
3
6
人
が
参
加
。
一
輪
車
大
会
は
9
月
12
日
㈲

に
4
2
0
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
水
泳
大
会
は
8
月

1
日
に
開
催
さ
れ
1
8
9
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

灘翻　　種　鋼 翻繍鰯團灘嶽 繧國 i種．鍵 騨灘・翻灘織

ゲー　ト　ボール 七和　ク　ラ　ブ　A

／粛

ド
ミ
ン
ト
ン
○
ン
ユ
ニ
ア
）

シ
ン
グ
ノレ
ス

小学3・4女
小学5・6女
小学5・6男

中学女子
中学男子

菅村　　彩（少年団）

春日萌子（少年団）
根津崇臣（少年団）
高橋康子（南中）
根津　　晃（十日町中）

陸　　上

競　　技

小学低男子
小学低女子
小学高男子
小学高女子
400mR（一般）

400mR（フアミIH

XCR（一般）

XCR（ファミリー）

渡辺謙人（川治小）
曽根瑞希（中条小）
井川智之（下条JXC）
小林美貴（下条JXC）
スキー協会アルペン部

速いぞ下条チーム
水　沢　体　協　B
十日町J　RS　A ダ

ブ
ル
ス

小学3・4女

小学5・6女

小学5・6男

中学女子

中学男子

（翻美羅（少年団）

（

野　　球
400歳野球
小学生
小学5年以下

シルキーウィンズ
馬　場　小　学　校
中　条　小　学　校

酒井晴香　　　　（GTY）馬場文乃
（難熊（少年団）

（誰里箋（中条中）

根津　　晃
　　　　（十日町中）
春日康宏

バスケット

ボール
一般男子
一般女子

庭仁コンクリート
十　日　町ク　ラ　ブ

（

相　　撲

小学生団体
小学3年個人

小学4年個人

小学5年個人

西　　小　　学　　校
村山直樹（水沢小）
田川晶久（西小）
大津成海（川治小）

ノ粛レー

ボール
ノマパママ

　ノ璽レー
十　日　町ク　ラ　ブ

柔　道

小学1・2
小学3・4
小学5・6
中学軽量
中学重量
高・一般軽量

高・一般重量

高・一般女子

福原万寿之介（＋日町小2）

阿部大助（川治小4）
飯塚夏美（馬場小5）
水落　　類（＋日町中2）

高野成海（水沢中2）
上村正浩（十日町高）
丸山幸宏（柔道会）
春日奈央美（＋日町高）

一
ア
ニ
ス

シ
ン
グ
ノレ
ス

男　子　A
男　子　B
女　子　A
女　子　B

阿部勝久（TTA）
山本拓也（＋日町高）

板場広美（WTC）
遠田麻代子（＋日町高）

卓　球

一般男子
一般女子
中2男子
中2女子
中1男子
中1女子

庭野澄夫（卓栄会）
長谷川芳子（市役所）
小海直之（水沢中）
村越美香（川西中）
長谷川雄也（＋日町中）

山田智美（川西中）
剣　道

小学低学年
小学高学年

中学男子
中学女子
高・一般男子

高・一般女子

孝卯　　和穂（剣友会）

小宮山智子（剣友会）

宮沢広之（南中）
徳永靖子（南中）
関谷洋介（川治剣友会）

山崎恵理（総合高）

ソフト

テニス

男　子　A

男　子　B

女　子　A

女　子　B

婦人　A

婦人　B

（玉村　　進（アディーン）

樋口和之（ATC）
（水落　　豊（下条）
小川　　隆（南陵）
（小林美香子
　　　　（アデイーン〉
野上悦子
（紛林恵鋤南中）

（齢llレ享（LTc）

（船彫季（新座）

空手道

小学低個人形

小学高個人形

中・高男子形

中・高女子形

小学高組手
中男子組手
高男子組手
中・高女子組手

優秀競技者

相沢祐樹（松代小2）
南雲　　豊（水沢小6）
富沢拓也（松代高1〉
杉茂絵里子（長岡向陵高2）

南雲　　豊（水沢小6）
市川優樹（松代中3）
波形　　稔（総合高3）
杉茂絵里子（長岡向陵高2）

南雲　　豊（水沢小6〉

体　操

ジュニア男子

ジュニア女子

中学男子
中学女子
高・一般男子

高・一般女子

佐藤将吾（松代小）
田村和佳（十日町小）
金子真弓（＋日町小）
関口　　晃（十日町中）

宮沢秀実（水沢中）
柳　　善信（一般）
中島妙子（＋日町高）

バド
ミントン

（一般）

男子ダブルス

女子ダブルス

男子シングルス

女子シングルス

男女ミックス

　ダブルス

（鱗羅（下条クラブ）

（高橋礼子（ウイング）

越村啓子（新座）
今藤琢也（下条クラブ）

高橋礼子（ウイング）
（繕恵撃（一テイー）

サッカー・ソフトボールは雨天のため中止となりました。

県
縦
断
駅
伝
で
堂
々
の
優
勝

　
第
52
回
県
縦
断
郡
市
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
1
0
月
2
日

ω
と
3
日
㈲
の
2
日
間
、
新
井
～
新
潟
間
の
2
0
2
・
2
㎞

（
1
6
区
間
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
場
か
ら
優
勝
を
目
標
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
十
日
町
チ
ー
ム
（
大
久
保
善
雄
監
督
・

品
川
達
平
監
督
、
太
田
篤
宜
主
将
）
は
、
2
日
間
通
算
1
0
時

間
4
6
分
3
0
秒
の
タ
イ
ム
で
、
6
年
ぶ
り
6
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
大
久
保
監
督
は
「
選
手
に
は
本
当
に
が
ん
ば

っ
て
も
ら
っ
た
。
出
場
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
さ
に
監
督
み
ょ
う
り
に
尽

き
る
」
と
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
ひ
ろ
き

阿
部
尋
喜
さ
ん
が
敢
闘
賞
受
賞

　10月2日（土）・3日（日）、松江市で第8回全

国知的障害者スポーツ大会が行われ、新潟

県代表の阿部尋喜さん（稲荷町3・39歳）

が、100mと200mの男子壮年の部でそれぞ

れ4位入賞を果たすとともに、敢闘賞の栄

誉に輝きました。会場からは阿部さんのが

んばりに盛大な拍手が送られました。

十日町勢6年ぶりの快挙
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平成11年度市体育協会表彰

第29回十日町市体育協会体育祭が10月10日体育の日にクロス10で行われ、

個人29人・9団体の計116人の皆さんが表彰されました。皆さんのより一層の

活躍が期待されます。（選考対象期間＝10年10月～”年9月末、表中敬称略）

議
響

　
ギ
す
ノ

『
、
嚇
ー
裕

一
　
忌
、
　
’
　
　
．

　　　　　　がおり【最優秀競技者賞】佐藤香里（18歳・陸上長距離）

【最優秀競技者大賞】春日寿（20歳・ノルディックスキー）斎木裕志（21歳・

ノルディックスキー）児玉春美（18歳・アルペンスキー）

【優秀競技者賞】〈団体〉ラージボール卓球十日町市チーム（ラージボール卓

球）十日町高校空手部（団体型・組手）中条中学校野球部（軟式野球）十

日町市陸上競技協会男子駅伝チーム、十日町高校スキー部（ノルディック

　　　　　　あつしスキー）『〈個人＞福島淳史（14歳・水泳〉加藤充（15歳・陸上長距離）市村
たいき

太貴（12歳・相撲）尾身健太（20歳・陸上長距離）一高野由美子（25歳・陸

　　　　　　　　　　　　　　のりひと上短距離）村山佳奈子（18歳・陸上短距離）保坂記史（17歳・陸上短距離）

　　　　　　　　　　　　　　　　　あきのり山田昇（16歳・陸上走高跳）村山忍（14歳・陸上長距離）佐藤昭則（29歳・

　　　　　　　　いくるノルディックスキー〉入田生　（17歳・空手）真霜ひなこ（16歳・空手）田

村潤子（22歳・ゴルフ）

【奨励者賞】〈団体＞十日町クラブ（小学生陸上リレー）中条中学校陸上部（駅

伝）十日町市空手道スポーツ少年団（空手）〈個人〉福島俊史（11歳・水泳）

玉田佳織（14歳・陸上三種、走幅跳）春日恵（12歳・陸上短距離）井川純’

一（14歳・陸上長距離）田川絵梨（13歳・陸上短距離）上田瑠架（15歳・

陸上長距離）江村美樹（12歳・陸上短距離〉遠田祐貴（11歳・陸上長距離）

南雲豊（12歳・空手）

【特別賞】田川茂（23歳・陸上走幅跳〉小林雅幸（25歳・陸上長距離）

撫・’漣　　．膿・㌔瀬鍵

功労者賞
渡

辺
喜
六
さ
ん

　
（
山
本
町
2
・
5
8
歳
）

渡辺さんは昭和35年の理事就任以

来、長年にわたり十日町市陸上競技

協会の活動に尽力してこられました。

この間、十日町市陸上競技場の建設、

各種大会の誘致など、地域スポーツ

の将来像を見据えた積極的な活動を

展開され、陸上競技の普及と選手強

化に多大な足跡を残しています。

十
日
町
市
環
境
墓
本
計
画
策
定
に
向
け

　
　
　
市
民
懇
談
会
に
参
加
し
よ
う

　
十
日
町
市
の
環
境
を
み
ん
な
で
考
　
　
る
、
5
日
…
参
加
行
動
型
社
会
・
環

え
ま
し
ょ
う
。
み
ず
か
ら
の
環
境
を
　
　
境
教
育
を
考
え
る
■
参
加
資
格
H
2
0

守
る
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
責
　
　
歳
以
上
の
市
民
、
参
加
申
込
不
要

任
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
問
合
せ
11
市
民
生
活
課
生
活
環
境

目
日
時
H
n
月
2
日
㈹
午
後
7
時
3
0
　
　
係
へ
。

分
～
、
1
1
月
5
日
働
午
後
7
時
～
　
　
　
※
市
報
1
0
月
1
0
日
号
の
同
一
情
報
の

■
会
場
”
サ
ン
ク
ロ
ス
■
テ
ー
マ
H
　
　
　
記
事
に
1
1
月
5
日
㈱
と
あ
り
ま
し

2
日
．
－
資
源
の
循
環
型
社
会
を
考
え
　
　
　
た
が
働
の
誤
り
で
す
。

美
し
い
紅
葉
と
ゴ
ミ
の
山

　
　
　
9
9
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
　
9

　
1
0
月
1
7
日
㈲
、
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
　
　
な
げ
く
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
環
境

戦
が
紅
葉
を
迎
え
た
ば
か
り
の
魚
沼
　
　
を
守
る
人
々
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
た
め
に
、
来
春
の
以
降
の
ク
リ
ー
ン

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
を
　
　
作
戦
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

親
子
連
れ
や
小
学
生
な
ど
総
勢
4
0
人
　
　
　
な
お
、
1
7
日
㈲
と
2
0
日
㈱
に
は
信

が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
川
周
辺
で
も
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行

　
ま
ず
最
初
に
、
参
加
者
は
展
望
台
　
　
わ
れ
、
計
2
0
0
人
の
皆
さ
ん
が
川

周
辺
の
動
植
物
に
つ
い
て
説
明
を
聞
　
　
の
自
然
を
守
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

醗
霧
竣
㍗
薦
舶
鰹
縮
蝦
謝
騰
．
騰
遡
．
☆

で
は
、
黙
々
と
展
望
台
や
駐
車
場
周
滋
羅
、
野
』

辺
で
の
作
業
に
は
げ
み
ま
し
た
。
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯
媒
　
　
　
＼
醗

扇
、
給
湯
器
ま
で
も
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
美
し
い
景
色

を
見
に
来
て
ま
で
、
な
ぜ
ゴ
ミ
を
捨
　
　
　
撫
　
　
　
き
　
　
、
．
　
　
　
，
購

て
る
こ
と
が
で
き
る
の
」
「
私
た
ち
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
畿

捨
て
な
い
」
な
ど
モ
ラ
ル
の
低
さ
を
　
　
繍

9平成11年10月25日号

r
『
『
r

l
11

ll
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！　　

l
j
i
　

辱
　
　
　
　
旨
｝
匠

i i

　議鰹鰹鍵騨灘鱒騨灘欝騨騨
i麟騨騨響

　　　実行委員会名簿（敬称略・順不同）

〉会長＝十日町市長

》副会長＝十日町商工会議所会頭・十日町市体育協会長・㈱当

間高原リゾート代表取締役社長

レ委員二十日町織物工業協同組合理事長・十日町農業協同組合

代表理事組合長・新潟県建設業協会十日町副支部長・十日町

市サッカー協会長・十日町市観光協会長・水沢商工会長・十

日町青年会議所理事長・十圖町ロータリークラブ会長・十日

町北ロータリークラブ会長・十日町ライオンズクラブ会長・

十日町平成ライオンズクラブ会長・十日町商店街振興組合連

合会長・十日町土木事務所長・十日町保健所長・十日町高等

学校長・十日町総合高等学校長・川西高等学校長・津南高等

学校長・十日町市中魚沼郡教育振興会長・十日町市中魚沼郡

中学校体育連盟会長・越後妻有郷観光協議会長・十日町中魚

沼旅館組合長・十日町市旅館組合長・松之山温泉組合長・十

日町警察署長・十日町地区交通安全協会長・十臼町地域消防

本部消防長・十日町地区タクシー協会長・JR十日町駅長・北

越急行㈱十日町駅長・越後交通㈱十日町営業所長・東頸バス

㈱取締役支配入・あてまフォーラム代表・珠州集落代表・新

墾会代表・川西町長・津南町長・中里村長・松代町長・松之

山町長・市助役・市教育長・各地区振興会長

〉顧問；衆議院議員（高鳥修、白川勝彦）・参議院議員（吉川芳

男、汰渕絹子、長谷川道郎、田中直紀）・県知事・県議会議員

　（上村憲司・村松二郎・尾身孝昭）市議会議員（議長、副議

長、総務文教常任委員長、総務文教常任副委員長〉市教育委

員長・町村議会議長（川西、津南、中里、松代、松之山〉

レ参与＝東京電力㈱・鹿島建設㈱・北越急行㈱・越後交通㈱・

頸城自動車㈱・共立観光㈱弓TBラポートトラベルセンター・

読売新聞社・産経新聞社・新潟日報社・時事通信社・NHK新

潟放送局・BSN新潟放送局・NST新潟総合テレビ・TeNYテレ

ビ新潟・新潟テレビ21・十日町新聞社・週報とおかまち社・

十日町タイムス社・津南新聞社

餐　奪圭離．

繍難霧　萎、・・

　　　　　　　　　　
　　灘講　裳
　　
　　　　　撒　　　羅鱗壽　ぐ　難難灘
　騰羅灘　　　　　鰍

鑛轟蹴．萎

　　獅2簸1猟ワール溶カツプ公認串整ンプ
　　畑聴数実行婆員会設笠総譲

盤蹴垂群轟奎講鱗、凝
　聾雛踊踊鞭、離灘
　　翻鞭麟灘餐覇1
　灘　蒙．轍鞭轟

　　　　　㈱聾　 姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ド　　　　　　

　　　　　　　雛灘鑑　　　　 襯　　織一
　　　　　　　　　　　　　　　　お

鯉麟麹灘鞭妻．纏

　
1
0
月
4
日
㈲
の
2
0
0
2
年
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
十
日
町
誘
致
実
行

委
員
会
の
設
立
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ
地
域
あ
げ
て
の
誘
致
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
は
1
0
4
人
の
委
員
・
顧
問
・
参
与
・
監
事
か
ら
構
成
さ

れ
、
誘
致
成
功
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
行
委

員
会
内
部
に
は
2
つ
の
委
員
会
が
置
か
れ
、
次
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

【
誘
致
委
員
会
】

・
誘
致
国
の
選
定
に
関
す
る
こ
と

・
誘
致
国
へ
の
誘
致
活
動
お
よ
び
そ
の
後
の
渉
外
に
関
す
る
こ
と

【
常
任
委
員
会
】

・
誘
致
お
よ
び
受
入
れ
に
関
す
る
事
項
の
審
議
と
決
定

・
財
務
、
イ
ベ
ン
ト
P
R
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
警
備
輸
送
、
宿
泊
観
光
、
医
療

　
衛
生
な
ど
に
係
わ
る
各
部
会
の
立
ち
上
げ
と
運
営

　
地
域
の
魅
力
を
世
界
に
P
R
し
、
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
係
わ

る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
実
行
委
員
会
で
は
誘
致
活
動
の
手

始
め
と
し
て
、
市
と
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
を
紹
介
す
る
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
イ
タ
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
へ
P
R
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
”
実
行
委
員
会
事
務
局
（
企
画
人
事
課
内
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

車椅子スボーツ大会でさわやかな汗

10月2日㈹、陸上競技場で第8回新潟県車椅子スポーツ

大会が開催されました。この大会は市と新潟県車椅子友の

会が主催し、市陸上競技協会などによるボランティアの皆

さんの協力で行われたものです。真夏の暑さを思わせる天

候のもと県内全域から集まった30人の皆さんが競技に出場。

記録にこだわらず競技を楽しむ人、自己記録の更新をめざ

す人などさまざまでしたが、全員が持てる力を最大限に発

揮して、さわやかな汗を流していました。選手の力走に、

応援の皆さんから盛んな拍手が送られていました。

野　　2　　‘ ド
イ

　
昨
年
什

i
タ
リ
・

育
英
会
・

た
縁
で
、

人
奨
学
生
来
市
、
菩
提
樹
と
対
面

十
日
町
市
と
十
日
町
ロ
　
　
今
年
度
奨
学
生
7
人
と
関
係
者
が
本

ラ
ブ
が
日
独
文
化
交
流
　
　
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

菩
提
樹
の
贈
呈
を
受
け
　
　
　
一
行
は
5
週
間
の
研
修
と
国
内
旅

月
5
日
㈹
同
育
英
会
の
　
　
行
の
最
終
行
程
で
2
日
間
当
市
に
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
し
ま
し
た
。
菩
提
樹
の
苗
木
と
植

　
　
　
　
　
　
　
　
談
　
　
栽
予
定
地
の
ほ
か
、
博
物
館
で
国
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
囎
　
　
火
焔
土
器
、
情
報
館
で
は
最
先
端
の

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
青

　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
協
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
輌
　
　
初
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
た
。
十
日
町
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
や
市
役
所
職
員
と
の
懇
談
会
も
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
れ
、
こ
れ
ま
で
味
わ
え
な
か
っ
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
を
満
喫
し
ま
し
た
。

プ0



聡
年
度
保
育
所
・
幼
稚
園
の

．
鯉
車
込
受
付
け
を
始
め
ま
す

◆
受
付
期
間

◆
入
所
資
格

◆
申
込
み

◆
入
所
選
考

◆
保
育
料

◆
途
中
入
所

◆
受
付
期
間

◆
入
所
資
格

◆
申
込
み

・
◆
保
育
料

◆
途
中
入
所

◆
受
付
期
間

◆
入
園
資
格

◆
申
込
み

◆
保
育
料

◆
そ
の
他

認
可
保
育
所
（
公
立
・
私
立
）

n
月
1
日
㈲
～
2
6
日
樹

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童
。

健
康
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
へ
。

施
設
の
定
員
を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
保
育

に
欠
け
る
程
度
の
高
い
児
童
か
ら
入
所
を
決
定
し
ま
す
。
こ

の
た
め
第
一
希
望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

す
べ
て
の
認
可
保
育
所
が
同
一
基
準
を
用
い
、
年
齢
・
世
帯

の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
保
育
料
を
算
定
し
ま
す
。

年
度
や
月
の
途
中
で
も
、
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
可
能
。

　
　
へ
き
地
保
育
所

n
月
1
日
㈲
～
2
6
日
働

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童
。

健
康
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
へ
。

保
育
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

年
度
や
月
の
途
中
で
も
、
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
可
能
。

　
　
幼
　
　
稚
　
　
園

11

月
1
日
㈲
～
3
0
日
㈹
※
む
つ
み
幼
稚
園
は
2
0
日
㈲
ま
で

平
成
1
2
年
4
月
－
日
現
在
、
満
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
童

各
幼
稚
園
へ
。

幼
稚
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

年
度
や
月
の
途
中
か
ら
の
途
中
入
園
も
で
き
ま
す
。

延
長
保
育
や
就
園
奨
励
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

覧】所育【保

区分 保育所名 所在地 電話番号 定員 開設時間 受入年齢 通常保育以外の保育サービス等 給　食

鐙島保育所 南鐙坂 57－8795 45 生後6か月～

高山保育所 錦町2 57－8908 60 4か月～ 施設開放
公 川治保育所 川治中町 57－3256 30 6か月～ 学童保育
認
下条保育所 下条本町 55－2017 45 7＝30～18：30 6か月～ 育児相談

詣
昆 西保育所 下川原町 57－0338 60 4か月～ 障害児保育

・3歳未満
可 北原保育所 北　　原 52－3339 30 6か月～ 一時保育　等 児は完全

水沢保育所 土市2 58－2103 90 6か月～ 給食

保 十日町幼児園 本町西1 52－2068 45 7；30～18130 育児相談・一時保育・世代間交流

北越保育園 本町6－1 57－3860 90 7115～19＝15 一時保育・施設開放・子育てサロン・学童保育 ・3歳以上

育 大井田保育園 四日町1 52－2009 60 7130～18二30 一時保育・学童保育・世代間交流・施設開放 児は副食
私
山本愛泉保育園 山本町2 57－0133 45 7130～18二30 生後2か月～ 異年齢児交流・学童保育・一時保育・世代間交流・育児相談 のみ

森の保育園 大黒沢東 58－3782 60 7130～18：30 世代間交流・異年齢児交流・一時保育・学童保育
所 立
いずみ保育園 昭和町3 52－4472 45 7130～19100 休日保育・延長保育・一一時保育

中条保育園 中　　町 57－5446 60 7130～18二30 異年齢児交流・施設開放・一時保育・育児講座

慈光保育園 北新田1 52－3587 90 7100～19115 延長保育・学童保育・一時保育・休日保育

吉田保育園 吉田山谷 57－1418 50 7130～18100 生後10か月～ 一時保育・学童保育 副食のみ

へ 新座保育園 新座3 57－6002 60 7＝30～18：00 6か月～ 一時保育・学童保育 完全給食

き 水沢南部保育園 水沢3 58－2229 60 7130～18：00 2歳～ 一時保育 副食のみ

地 六箇保育園 田　　麦 52－3418 30 7：30～18：00 2　〃 一時保育 〃

保 白梅保育園 高田町4 52－4959 45 7：30～18：00 2　〃 一時保育・学童保育 ／ノ

云
目 飛渡保育園 新　　水 59－2351 30 8：30～17＝30 2　〃 紐

ノ』、、

所 八箇保育園 池之平 57－0062 30 7：30～17：00 2　〃 一時保育 副食のみ

東下組保育所 漉　　野 55－2119 30 7145～16：15 1　〃 一時保育 紐
ノn、

覧】園稚【幼

（私立）幼稚園名 所在地 電　　話
募　集　人　員

定　員 教育時間 給　食 その他
3　歳 4　歳 5　歳

愛宕幼稚園
天使幼稚園
むつみ幼稚園

川原町

寿町4
桑　　原

52－3123

52－3466
56…・2424

60

60

50

若干名 若干名

210

160

150

9：00～14130

9：30～15：00

9二〇〇～14：45

完全給食

　／／

副食のみ

バス送迎あり

　　／／

　　〃

叢つ群て穰健康福祉課兇董蒙耀係・綾縮攣一鮪響内線穂董、欝笏またぽ響保脊所へ

については各園へ②
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．
寵
蔵
1
0
年
度

　
平
成
1
0
年
度
の
水
道
事
業
会
計

（
簡
易
水
道
を
除
く
。
）
決
算
が
第
3

回
市
議
会
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
上
水
道
は
独
立
採
算
性

　
十
日
町
・
中
条
・
川
治
の
平
場
地

域
に
給
水
し
て
い
る
上
水
道
事
業
は
、

地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ
、
水

道
料
金
を
主
と
し
た
収
入
に
よ
り
経

費
を
ま
か
な
う
独
立
採
算
制
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
料
金
収
入
の
約
5
0

％
に
あ
た
る
企
業
債
（
借
入
金
）
の

元
利
償
還
金
を
は
じ
め
、
人
件
費
、

修
繕
費
、
動
力
費
（
電
気
料
）
な
ど

の
費
用
を
事
業
収
益
で
ま
か
な
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
6
2
9
万
円
の
赤
字
決
算

　
景
気
の
低
迷
や
給
水
人
口
の
減
少

な
ど
で
料
金
収
入
が
9
年
度
に
比
べ

b

1
、
2
4
3
万
円
減
少
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
収
益
的
収
支
は
6
2
9
万

円
の
赤
字
が
生
じ
ま
し
た
。
使
用
水

量
は
、
今
後
も
減
少
傾
向
で
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
1
0
月
か
ら
の

料
金
改
定
お
よ
び
経
費
の
節
約
な
ど

に
よ
り
経
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

●
主
な
施
設
改
罠
事
業

　
配
水
管
布
設
を
2
、
3
0
0
m
、

公
共
下
水
道
工
事
な
ど
に
伴
う
布
設

替
え
を
ー
、
1
5
9
m
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
第
4
水
源
地
の
取
水
ポ

ン
プ
な
ど
を
更
新
し
ま
し
た
。

●
企
業
債
の
残
高
は
2
8
億
円

　
企
業
債
を
新
た
に
2
、
4
4
0
万

円
を
借
り
入
れ
、
施
設
改
良
工
事
に

充
て
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
債
償
還

金
と
し
て
1
億
3
、
9
8
3
万
円
を

返
済
し
、
利
息
と
し
て
1
億
7
、
5

4
2
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
1
0
年
度
末
の
未
償
還
残
高
は

28

億
1
、
4
0
7
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
（
9
年
度
末
2
9
億
2
、
9
4
9
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

円
）

事　　　　　業 10年度 9年度 比較（％〉
年度末給水栓数（栓》 9，647 9，635 100．12

年度末給水人口（人） 27，752 27，839 99．69

年間総配水量（mう 3，797，382 3，911，205 97．09

有　収　水　量（mう 3，228，092 3，306，543 97．63

有　　収　　率（％》 85．01 84．54 100．56

年度末消火栓数園 310 310 100．00

年度末配水管総延長（m） 98，547 96，335 102．30

普　　及　　率（％） 99．71 99．58 100．13

受託工事収入
8，006万円
（10．9％）

他会計負担金
4、806万円
（6．6％）

（単位：万円）笏資本的収入及び支出（消費税込）

」　その他

　2，161万
一（2．9％）

一純損失

629万円

笏上水道事業の業務量状況

籔収益的収入及び支出
　　（消費税抜）

　　　　　　　　　　　水道料金
　　　　　　　　　　　5億8、354万円
　　　　　　　　　　　（79．6％）

　収　入　’

7億3，327万円
　（100％）

支　　　　出 収　　　　入

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

建設改良費 5，987 企　業　債 2，440

企業債償還金 1億3，983 負　担　　金 1，257

補　償　金 335

合　　　計 1億9，970 合　　　計 4，032

支払利息
1億

7，542万円
（23．7％）

　支出
7億3，956万円
、（100％）ノ

その他
9，051万円
（12．2％）

　
円
）

　
万
％

費
　
4
7

　
　
ヨ
　
　
　

件
億
0
ー

　
　
ぜ
ハ
ご

人
ー
6
（

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億5，938万
　円は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

減価償却費
1億3，665万円
（18．5％）

動力費
4，588万円
（6．2％）

　　修繕費
　　6，009万円
　　（8．1％）

　　　　　　　　／
　　　　受託工事費
　　　　7，067万円
　　　　（9．6％）

笏貸借対照表（平成11年3月31日現在）（単位：万円）

資　　　　　産 負債及び資本

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固定資産 32億2，378 固定負債 4，217

流動資産 2億3，897 流動負債 5，257

繰延勘定 72 資　本　金 31億9，709

剰　余　金 身1億7，164

合　　計 34億6，347 合　　計 34億6，347

※資本金のうち28億1，407万円は企業債です。

勿
漏
水
に
注
意
！

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
2
か
月

に
1
回
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
床
下

や
地
中
の
漏
水
で
発
見
が
遅
れ
る
と
、

多
額
の
水
道
料
金
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
確
認
方
法
は
、
使
用
し

て
い
る
栓
を
全
部
閉
め
、
水
道
メ
ー

タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
も
し
、

回
っ
て
い
た
ら
漏
水
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
点
検
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

礎
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要
介
護
認
定
申
請
受
付
中

　　　　　　轟

　　　　　　融
　　　　籍　　懸　攣

　
現
在
、
来
年
4
月
か
ら
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
認
定
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
1
0
月
1
5
日

現
在
、
7
5
0
件
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
し
た
。
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
て
4
月
以
降
も
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人
、
新
九
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人
は
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
知
5
せ
し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
は
大
き
く
分
け
て
「
在
宅
サ
ー
ビ

ス
」
と
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
介
護
認
定
結
果
に
よ
り
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
。

（華宅サービス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち．要支援（家事など日常生活に支援が必要）と要介護1～5（寝たきり、痴
ほつ

呆などで常に介護が必要）までの人が禾り用できます・難馨

●家庭を訪問するサービス　　　　　・師

・ホームヘルパーの訪問［訪問介護］

・入浴チームの訪問［訪問入浴介護］

・医師、歯科医師、薬剤師、栄養士、歯科衛生士による指導

　［居宅療養管理指導］

●日帰りで通うサ・一ビス

・日帰り介護施設（デイサービスセンター）などへ通所

　［通所介護（機能訓練、食事や入浴など）］

・老人保健施設などへ通所

　［通所リハビリテーション（デイケア）］

●施設への短期入所サービス

・特別養護老人ホームや老人保健施設などへの短期入所

　［短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）］

●福祉用具の貸与・購入や住宅の改修

・福祉用具（車いす、特殊寝台など）の貸与　　　　　麟鞠　　．　v

・福祉用具（腰かけ便座、入浴用いすなど）の　　　　欝

　購入費の支給
．住宅改修費（手すりの取り付けや段差の　　疑擢

　解消など）の支給

●その他　　　　　　　　　　　　．《

・有料老人ホームなどでの介護

　［特定施設入所者生活介護］

（
盟
張
説
明
会
実
施
中

　
介
護
保
険
制
度
は
4
0
歳
以
上
の
人

は
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た

め
に
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

各
地
域
に
出
向
き
説
明
を
し
ま
す
。

曜
日
・
時
間
・
人
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
質
問

や
ご
意
見
等
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

②
護
サ
ー
ビ
ス

　
要
介
護
1
～
5
ま
で
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
要
支
援
の

人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
し
て
い
る
人
は
5
年
間
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要

で
、
在
宅
で
は
適
切
な
介
護
が
困
難

な
人
が
入
所
す
る
施
設
で
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設

　
サ
ー
ビ
ス
（
老
人
保
健
施
設
）

　
病
状
が
安
定
し
、
入
院
治
療
が
必

要
で
な
く
な
っ
た
人
が
自
宅
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
を
行
う
施
設
で
す
。

●
介
護
療
養
型

　
医
療
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
（
療
養
型
病
床
群
等
）

長
期
間
の
療
養
や
介
護
を
必
要
と
す

る
人
が
利
用
す
る
医
療
施
設
で
す
。

鐸
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　　　　「私の健康づくり」

　健康で心豊かな生活は市民みんなの願

いです。今回は、市内でスポーツや食生

活の改善などを通じて￥健康づくりに取

り組む人たちの声をお届けします。

健
康
づ
く
り
は
楽
し
く
長
く

　　　　　　　まさる

吉野　　将さん
（スポーツインストラクター）

目
標
は
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン田村和美さん

　（下町）

　　　　　　声　　　　の　　　な　雛携まちの

　　「姉妹都市交流は25周年」

　絹織物が縁で結ばれた十日町市とコモ

市。四半世紀の歴史の中で、両市民は温

かい友情を育んできました。世紀を超え、

より深い結びつきをめざす姉妹都市交流

について、皆さんの声をお届けします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　11目10日㈱までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市千歳

　町3－3　盈57－3111内線213・214）

　
ス
ポ
ー
ツ
は
小
学
3
年
生
で
少
年
野
球
と
出
会
っ
て
以
来
、
今
も
野
球

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
総
合
体
育
館
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
何
よ
り
も
続
け
る
こ
と

が
肝
心
で
す
。
一
人
で
練
習
す
る
よ
り
も
、
友
人
や
ご
夫
婦
な
ど
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
な
が
ら
す
る
こ
と
が
継
続
の
コ
ツ
で
す
。

　
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
ば
く
然
と
し
て
い
た
の
で
は
す
ぐ
に
飽
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
半
年
間
で
何
㎏
や
せ
る
と
か
、
次
の
大
会
で
入

賞
す
る
な
ど
具
体
的
な
目
標
が
大
切
で
す
。
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
で
は
、
6
人
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽
し
い
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
1
0
㎞
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
週
3
回
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
冬
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
課
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
総
合
体
育
館
で
顔

見
知
り
に
な
っ
た
友
人
と
い
っ
し
ょ
に
、
1
時
間
か
け
て
走
り
ま
す
。
今

は
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走
と
、
で
き
れ
ば
4
時
間
以
内
の
ゴ
ー
ル
を

目
標
に
走
っ
て
い
ま
す
。
私
の
健
康
づ
く
り
は
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
の

中
で
、
十
分
な
食
事
を
と
り
、
そ
の
分
き
ち
ん
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
と
い
う
や
り
方
で
す
。
毎
日
の
運
動
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
、
同
じ

目
標
に
向
か
う
友
人
も
で
き
ま
す
。
運
動
は
3
日
坊
主
に
な
ら
な
い
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
無
理
せ
ず
楽
し
く
、
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

⑬　　いちばんいいて

東京都板橋区高島平2－20－9－501（神明町出身・40歳）根津万寿夫さん

家族といっしょに

　
難
嚢
華
峯

　
灘
欝
難
纒
繋

　
昭
和
5
6
年
に
東
京
に
出
て
き
て
1
8
年
。
愛
宕

幼
稚
園
か
ら
十
日
町
高
校
ま
で
過
ご
し
た
年
月

と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。
上
京
し
て
㈱
デ
サ
ン

ト
に
1
3
年
間
勤
め
、
現
在
は
ソ
ニ
ー
生
命
保
険

㈱
で
「
保
険
の
お
じ
ち
ゃ
ん
」
を
や
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
人
の
温
情

が
以
前
の
数
百
倍
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
は
、
月
の
半
分
以
上
を
十
日
町
の
実
家

で
仕
事
を
し
、
年
老
い
た
両
親
が
喜
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
、

高
校
ま
で
の
友
人
た
ち
で
す
。
な
ん
と
、
彼
ら

は
無
償
で
協
力
を
し
て
く
れ
ま
す
。
情
報
提
供

等
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
私
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
保
険
の
話
を
少
々
。
日
本
民
族
と
い

う
も
の
は
、
危
機
管
理
と
い
う
概
念
が
な
い
よ

う
で
す
。
「
問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、

起
こ
さ
ぬ
よ
う
努
力
を
す
る
」
と
言
い
張
り
ま

す
。
も
し
く
は
、
起
き
ぬ
よ
う
祈
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
東
海
村
の
事
故
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
り

新
幹
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
の
積
み
立
て
不
足
な
ど

新
聞
は
そ
ん
な
話
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
危
機
管

理
と
い
え
ば
「
保
険
」
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

正
し
く
使
え
ば
で
す
が
。
東
京
の
役
に
立
ち
た

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
十
日
町
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
る
昨
今
で
す
。
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毎
日
歩
く
こ
と
で
気
分
そ
う
快

　　こう　じ
徳井甲子さん
　（本町6－2）

食
は
健
康
の
墓
本
、
和
の
原
点

佐野しづ江さん
　（本町東1）

　
昭
和
61
年
4
月
こ
ろ
か
ら
散
歩
を
始
め
、
や
み
つ
き
に
な
り
ま
し
た
。

歩
い
た
方
が
よ
く
眠
れ
、
翌
日
は
体
調
が
良
い
。
そ
し
て
、
ご
は
ん
が
お

い
し
く
、
何
よ
り
便
通
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
風
邪
も
ひ
か
な
く
な
り
、

金
も
か
か
ら
な
い
の
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
昭
和
62
年
6
月
1
日
か
ら
、

ど
こ
へ
行
っ
た
か
と
い
う
記
録
を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
思
い
が
け
ず

昔
の
人
に
ば
っ
た
り
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
景
色
を
見
た
り
、
毎
日
変

化
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
外
に
出
る
こ
と
で
味
わ
え
る
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
楽
し
く
な
い
と
長
続
き
は
し
ま
せ
ん
。
風
雨
も
雪
も
関
係
な
く
1

年
3
6
5
日
、
毎
日
歩
く
こ
と
で
気
分
そ
う
快
で
す
。
現
在
7
5
歳
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
を
維
持
す
る
た
め
、
歩
き
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
食
は
生
き
る
糧
で
あ
り
、
健
康
の
基
本
で
す
。
料
理
を
作
る
こ
と
は
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
好
き
で
、
興
味
と
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
食
卓
を
囲
ん

で
の
家
族
や
友
人
・
知
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
情
報
交
換
な
ど
い
ろ
い

ろ
の
面
で
広
が
り
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
和
の
原
点
で
す
。

　
私
の
食
の
基
本
は
、
自
分
で
納
得
す
る
料
理
を
作
る
こ
と
で
す
。
添
加

物
の
少
な
い
素
材
を
選
び
、
工
夫
し
た
手
料
理
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
成
長
し
一
人
で
外
に
出
た
と
き
、
基
本
と
な
る
「
食
」
に
つ
い
て

自
分
で
選
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
、
1
日
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

者
暑
乃
ソ
牽
ヴ
ー
4
⑮

融
馨
鍵

短蕩鮮篠籠慰雛屍霧既
夢であり、子どもが好きで保母になりました。

保育園での仕事が決まったときは大変うれし

かったです。いつも園児には注意をしていま

すが、けがで泣いたりするととても悲しい気

持ちになります。でも、子どもたちが笑って

自分になついてきてくれたときや、初めて先

生と呼ばれたときなどは、今の仕事をしてい

てよかったと思います。

趣監卿艶盟麗勢掌鷺場
マネージャーをしています。休みには練習や

試合で忙しい日々をおくっています。また、

冬はスノーボードで楽しんでいます。

結驚驚轟難縦編
仕事を続けたいと思っています。

※サッカーマンからのバトンを受けたマネージャーの村山さん

　の紹介で再び、サッカーマンの井口淳さんにバトンタッチ。

　　　　　〆　　　　　ゆゆ　　　　げダか　　ゆし

　　．〃ヂ
紳タx〃っ
○
． 二／ンノ／
硬騨％〆
風プ9魂

東
京
事
務
所

つ㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

刊
盈
0
3
、
3
5
4
6
、
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ

　
　
会
報
誌
第
2
号
発
刊

　
秋
は
十
日
町
に
も
緑
の
あ
る
い

ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
市
内
出
身
の
大
海
一
郎

さ
ん
（
画
家
、
豊
島
区
在
住
）
か

ら
銀
座
タ
カ
ゲ
ン
画
廊
に
お
い
て

「
大
海
一
郎
展
」
、
野
上
郷
介
さ
ん

（
画
家
、
中
野
区
在
住
）
か
ら
銀

座
・
地
球
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

　
　
ろ
く

て
「
蘇
人
展
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催

す
る
と
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
尾
身
伝
吉
さ
ん
か
ら
n

月
2
2
日
㈲
か
ら
2
5
日
㈱
の
4
日

間
、
表
参
道
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
に

お
い
て
「
尾
身
伝
吉
と
仲
間
た
ち

～
雪
国
の
四
季
・
魚
沼
の
版
画
展
」

を
行
う
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
尾
身
さ
ん
と
い
え
ば
、
1
0
月
2
3

日
㈲
に
浅
草
で
「
全
国
尾
身
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
す
る
と
の
ご
案
内

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
尾
身
元

経
済
企
画
庁
長
官
は
じ
め
、
全
国

か
ら
「
尾
身
」
氏
が
お
お
ぜ
い
集

ま
る
よ
う
で
す
。

　
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
た

新
潟
県
物
産
展
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
市
と
交
流
を
行
っ

て
い
る
葛
飾
区
の
「
葛
飾
区
産
業

フ
ェ
ア
」
が
1
0
月
2
2
日
働
か
ら
2
4

日
㈲
ま
で
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ

し
か
で
開
催
さ
れ
、
十
日
町
か
ら

ク
ロ
ス
ー
0
、
J
A
十
日
町
、
高
長

醸
造
な
ど
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
「
東
京
十

日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
」
も
9
月
2
2

日
㈱
に
第
3
回
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
員
も
充
実
し
、
盛
ん
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会
報
誌
も

今
ま
で
に
2
回
発
刊
し
ま
し
た
。

若
干
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
人
は
東
京
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

轍
嚢

ペンくらぶ第3回例会
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相談コーナー

①定例行政相談　　11月12日働

②交通事故相談　　11月8日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　11月11日㈲　桜井陽一弁護士

　11月25日㈲　神山博之弁護士

　午前10時～午後3時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

ヲL霧ホンリーじス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
圃くらしのダイヤル

　　　025口285－7回00
11／1～11メ8　金融商晶の購入と契約

鎚ノ8～1磯5金融商晶の選び方のポイ

　　　　ント
王雛5潮1〆22消費生活相談事例

　　　　～先物取引について～

1歪／22～躍29身近1こなった

　　　　バリアフリー商晶
11／29～12／6バリアフリー住宅に

　　　　するには

か
け
ま
せ
ん
か

十
目
町
市
博
物
館

無
料
開
放
と
秋
季
特
別
展

　
県
内
唯
一
の
国
宝
を
所
蔵
す
る
十
日
町

市
博
物
館
で
は
、
無
料
開
放
と
秋
季
特
別

展
を
行
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
9
時
～
午
後
5
時
磁
問
合
せ
日
十
日

町
市
博
物
館
（
智
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

【
無
料
開
放
】
饗
日
時
H
n
月
1
2
日
働

　
※
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
秋
季
特
別
展
】
猛
期
間
H
n
月
1
0
日
㈱

～
21
日
㈲
※
た
だ
し
1
1
月
1
5
日
㈲
は
休
館

日
灘
展
示
内
容
H
日
本
写
真
連
盟
十
日
町

支
部
に
よ
る
写
真
サ
ロ
ン
展
獺
入
館
料
H

一
般
2
百
円
、
団
体
（
2
0
人
以
上
）
1
5

0
円
、
中
学
生
以
下
無
料

「
土
木
の
日
」
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

土
木
事
業
を
紹
介
し
、
建
設
機
械
と
触

れ
合
え
る
体
験
パ
ー
ク
を
催
し
ま
す
。
獲

日
時
H
1
1
月
6
日
㈹
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
撚
場
所
”
市
役
所
裏
手
駐
車
場
・
公
園

饗
内
容
”
土
木
の
仕
事
・
現
場
紹
介
、
建

設
機
械
・
除
雪
機
試
乗
、
子
ど
も
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
わ
た
あ
め
・
豚
汁
（
無
料
サ

ー
ビ
ス
）
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
、
野
菜
直

売
ほ
か
雛
問
合
せ
ロ
十
日
町
土
木
事
務
所

計
画
調
整
課
（
智
5
7
i
5
4
0
8
）
へ
。

合
同
文
化
祭

　
身
障
者
セ
ン
タ
ー
・
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
・

な
ご
み
の
家
の
合
同
文
化
祭
饗
日
時
H
1
1

月
6
日
ω
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
饗
場
所

ロ
な
ご
み
の
家
（
塚
原
町
）
灘
内
容
H
作

品
展
示
、
授
産
品
等
販
売
、
絵
手
紙
体
験

（
無
料
）
、
演
芸
大
会
、
不
用
品
バ
ザ
ー
、

軽
食
模
擬
店
ほ
か
鐵
そ
の
他
H
軽
食
希
望

者
は
1
0
月
31
日
㈲
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を
ご

購
入
く
だ
さ
い
。
塚
原
橋
は
工
事
に
つ
き

自
動
車
で
ご
来
場
の
場
合
は
迂
回
路
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
仮
橋
は
自
転
車
と
徒

歩
の
み
通
行
で
き
ま
す
。
獺
問
合
せ
H
な

ご
み
の
家
（
智
52
1
5
2
1
2
）
へ
。

妻
　
有
　
祭

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
の
文
化
祭
獲

日
時
H
1
1
月
7
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
3
0
分
饗
場
所
H
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有

荘
（
幸
町
）
懲
内
容
ロ
バ
ザ
ー
、
演
芸
会
、

作
品
展
示
、
食
事
＆
喫
茶
ほ
か
縫
問
合
せ

H
妻
有
福
祉
会
（
實
5
8
1
2
0
5
0
）
へ
。

フ
ル
ー
ト
講
座
発
表
会

　
4
月
に
で
き
た
十
日
町
市
公
民
館
の
フ

ル
ー
ト
講
座
で
す
。
練
習
成
果
を
ぜ
ひ
お

聴
き
く
だ
さ
い
。
雛
日
時
H
1
1
月
1
7
日
㈱

午
後
7
時
30
分
～
撚
場
所
H
公
民
館
本
館

獲
入
場
料
H
無
料
雛
曲
目
“
こ
の
広
い
野

原
い
っ
ぱ
い
、
ラ
ル
ゴ
ほ
か
饗
問
合
せ
H

公
民
館
本
館
（
費
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

留
加
し
ま
せ
ん
か

11

月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

欝

騰
ゴ
ー
コ
ー

　
ほ
く
ほ
く
線
⑪

、
∞
∞
㎜
秋
の
ダ
イ
ヤ
改
正
と

　
”
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

秋
の
ダ
イ
ヤ
改
正

　
北
越
急
行
㈱
で
は
J
R
と
と
も
に
1
2
月
4
日
ω
か
ら
秋
の
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
ま
す
。
改
正
に
と
も
な
い
特
急
は
く
た
か
の
十
日
町
駅
停
車
本
数

が
増
え
、
1
日
上
り
5
本
、
下
り
4
本
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
の
通

学
時
問
帯
に
混
雑
緩
和
の
た
め
、
六
日
町
発
7
時
5
7
分
と
1
8
時
2
分
の
通

学
列
車
を
2
両
編
成
で
運
転
し
ま
す
。
最
新
の
時
刻
表
に
つ
い
て
は
後
日
、

新
聞
（
日
刊
紙
）
折
込
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ほ
っ
く
ほ
く
何
で
も
案
内
所

（
十
日
町
駅
構
内
費
5
0
1
1
2
7
7
）
で
も
さ
し
あ
げ
ま
す
。

11

月
の
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
森
遊
び
講
座
〉
▼
1
1
月
7
日
㈲
午
前
1
0
時
～
▼
大

源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
青
少
年
旅
行
村
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
バ
ス
2
7
分
▼
ブ
ナ

の
原
生
林
の
中
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
す
▼
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
（
奮

0
2
5
7
－
84
1
1
5
1
1
）
へ
。

〈
雪
恋
ま
つ
り
　
東
頚
城
新
そ
ば
ま
つ
り
〉
1
1
月
3
日
㈱
▼
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ト
バ
レ
イ
▼
虫
川
大
杉
駅
か
ら
須
川
行
き
バ
ス
乗
車
3
0
分
▼
ス
キ
ー
用
具

新
商
品
の
展
示
販
売
と
郡
内
の
そ
ば
店
5
店
の
出
店
▼
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ

レ
イ
（
盈
0
2
5
5
9
1
3
－
2
0
4
1
）
へ
。

〈
く
び
き
野
ド
ー
ン
と
菊
ま
つ
り
〉
▼
1
0
月
31
日
㈲
～
1
1
月
3
日
㈱
▼
高

田
公
園
内
▼
高
田
駅
か
ら
バ
ス
ー
0
分
▼
上
越
地
方
の
広
域
的
な
菊
ま
つ
り

と
し
て
、
く
び
き
野
の
晩
秋
を
彩
り
ま
す
▼
く
び
き
野
ド
ー
ン
と
菊
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
盈
0
2
5
5
1
2
6
1
5
1
1
1
）
へ
。
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彊闘1

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
饗
日
時
H
n
月
2

日
㈹
・
9
日
㈹
・
1
6
日
㈹
・
3
0
日
㈹
午
前

10
時
～
n
時
※
2
3
日
は
お
休
み
雛
場
所
”

市
民
体
育
館
雛
申
込
み
・
間
合
せ
H
公
民

館
本
館
（
a
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

◆
自
衛
隊
生
徒
募
集

笏
受
験
資
格
”
1
2
年
4
月
1
日
現
在
1
5
歳

以
上
1
7
歳
未
満
の
中
学
卒
業
男
子
（
来
春

卒
業
見
込
者
含
む
）
駿
受
付
期
問
”
n
月

4
日
㈲
～
1
2
年
1
月
4
日
㈹
ま
で
笏
試
験

日
”
1
月
5
日
㈱
脅
待
遇
H
3
年
の
教
育

修
了
時
に
は
次
の
高
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。
▼
陸
上
自
衛
隊
”
神
奈
川

県
立
湘
南
高
校
▼
海
上
自
衛
隊
H
広
島
県

立
西
高
校
▼
航
空
自
衛
隊
”
私
立
科
学
技

術
学
園
高
校
（
埼
玉
）
籔
申
込
み
・
間
合

せ
”
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張

所
担
当
奥
田
（
實
0
2
5
8
1
3
3
－
0
2

5
6
）
ま
た
は
市
民
生
活
課
へ
。

◆
家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動
は
手
続
き
を

⑫
対
象
”
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記
家
屋
（
法
務
局

に
登
記
し
て
い
な
い
建
物
）
で
、
売
買
・

贈
与
・
相
続
な
ど
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合

な
ど
⑫
問
合
せ
”
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
登
記
地
目
「
田
」
を
田
以
外
に
利
用
し

て
い
る
人
は
届
出
を
　
⑫
対
象
”
▼
登
記

地
目
が
田
で
、
現
況
は
転
作
な
ど
で
永
年

作
物
（
植
林
・
果
樹
・
ア
ス
パ
一
フ
）
が
植

え
ら
れ
て
い
る
土
地
▼
水
田
を
放
棄
し
、

今
後
も
水
田
と
し
て
耕
作
で
き
な
い
状
況

（
か
ん
が
い
が
困
難
な
状
況
等
）
に
あ
る

土
地
。
た
だ
し
水
田
に
復
旧
が
可
能
で
現

在
畑
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
土
地
を
除
く
。

磁
届
出
”
該
当
地
番
を
把
握
し
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
H
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
税
務
課

資
産
税
係
へ
．

◆
1
1
月
1
1
日
㈱
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払

日
　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
、
H
月

11

日
㈲
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始
ま
り

ま
す
。
対
象
者
は
次
の
も
の
を
持
参
し
て

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も
受
領

で
き
ま
す
。
鯵
持
参
す
る
も
の
”
①
印
鑑

②
保
管
証
（
黄
色
）
※
当
日
都
合
の
つ
か

な
い
人
は
1
2
日
㈹
以
降
に
証
書
を
国
民
年

金
係
の
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
轡
問
合
せ
髄

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
最
低
賃
金
の
改
定

　
本
年
9
月
3
0
日
か
ら
新
潟
県
内
の
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ

日
額
5
、
0
4
9
円
、
時
間
額
6
3
2
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
籔
問
合
せ
”
十
日

町
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課
監
督
係
（
智

52
1
2
0
7
9
）
へ
。

◆
キ
ノ
コ
食
中
毒
予
防
警
報
発
令
中
！

　
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に

①
正
確
に
食
用
と
判
断
で
き
な
い
も
の
は

絶
対
に
食
べ
な
い
②
鑑
別
は
信
頼
で
き
る

人
に
し
て
も
ら
う
③
キ
ノ
コ
に
ま
つ
わ
る

迷
信
（
ナ
ス
と
食
べ
れ
ば
解
毒
さ
れ
る
な

ど
）
は
信
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
霧
谷
処
分
地
へ
の
搬
入
路
に
つ
い
て

　
搬
入
路
の
一
つ
川
西
町
道
田
中
藤
沢
線

（
通
称
長
福
寺
沢
線
）
の
全
面
交
通
止
期

間
が
｝
か
月
延
長
さ
れ
、
n
月
末
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
迂
回
路
は
主
要
地
方
道
十

日
町
川
西
線
（
山
谷
経
由
）
と
国
道
2
5

2
号
か
ら
仙
田
方
面
に
向
か
う
県
道
上
野

山
中
線
経
由
（
林
道
中
魚
沼
丘
陵
線
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
霧
谷
処
分
地
は
｝

般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
す
。
可
燃
物

や
産
業
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
穆
問
合
せ
”
十
日
町
地
域
衛

生
施
設
組
合
（
費
52
1
3
9
2
4
）
へ
。

◆
秋
の
火
災
予
防

　
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
晩
秋
は
火
災

の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

火
事
に
よ
る
悲
惨
な
死
傷
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
た
め
に
、
火
災
防
止
の
7
箇
条
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
①
家
の
周
囲
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
②
寝
た
ば
こ
や
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
③
天
ぷ
ら
を

揚
げ
る
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
④
風
の

強
い
時
は
た
き
火
を
し
な
い
⑤
子
ど
も
に

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
⑥
電

気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は

し
な
い
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

◆
雇
用
関
係
給
付
金
説
明
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
管
内
事
業
所
を

対
象
に
雇
用
関
係
の
各
種
給
付
金
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
蓼
日
時
H

⑪

紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
羽
根
川
荘

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
根
川
荘

は
、
昭
和
5
6
年
に
地
域
の
念
願
で

あ
っ
た
温
泉
付
き
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
六
箇
小
学
校
の
隣

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
温
泉

は
、
ニ
ツ
屋
温
泉
郷
か
ら
源
泉
を

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
ひ
い
て
い
ま
す
。

水
温
が
低
い
た
め
加
熱
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
美
容
と
健
康
温

泉
と
し
て
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
と
秋
に
は
利
用
者
か

ら
の
希
望
を
募
っ
て
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
は
桜

や
ア
イ
リ
ス
観
賞
、
秋
は
紅
葉
狩

り
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
2
月
に

は
豆
ま
き
大
会
を
行
い
、
利
用
者

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
年
間
利
用
者
は
1
3
、

5
0
0
人
あ
ま
り
で
す
が
、
周
辺

町
村
に
温
泉
施
設
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
も
減
少
気

味
で
す
。
温
泉
が
利
用
で
き
、
安

糧

く
て
一
日
ゆ
っ
く
り
で
き
る
羽
根

川
荘
を
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。利
用
す
る
に
は

■
利
用
料
（
1
日
－
人
当
た
り
）

・
6
0
歳
以
上
　
　
1
0
0
円

・
・
6
0
歳
未
満
　
　
2
0
0
円

・
団
体
の
場
合
　
　
8
0
円

※
市
外
の
人
は
別
料
金
で
す
。

■
利
用
時
間

・
午
前
9
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
5
時
1
5
分

・
お
風
呂
の
利
用

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

■
休
館
日

・
毎
週
土
曜
日
・
祝
祭
日

・
年
末
年
始

■
団
体
で
利
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
迎
バ
ス
の

　
　
　
運
行
に
つ
い
て

　
個
人
利
用
者
の
た
め
、
十
日
町

地
区
は
水
曜
日
と
金
曜
日
、
中
条

地
区
は
火
曜
日
と
木
曜
日
に
定
期

送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
団
体
利
用
者
の
場
合
は
、

別
途
送
迎
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ロ
問
い
合
わ
せ
　
羽
根
川
荘
（
厭

　
硲
1
5
4
3
4
）
へ
。
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n
月
8
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時

30
分
⑫
場
所
“
ク
ロ
ス
ー
0
②
内
容
”
▼
新

規
、
成
長
分
野
で
の
雇
用
創
出
を
支
援
す

る
奨
励
金
▼
新
分
野
進
出
の
た
め
の
人
材

確
保
や
雇
用
環
境
の
厳
し
い
地
域
で
の
雇

用
開
発
を
支
援
す
る
助
成
金
▼
失
業
な
き

労
働
移
動
を
支
援
す
る
助
成
金
▼
雇
用
の

維
持
安
定
、
労
働
者
の
職
業
能
力
を
支
援

す
る
助
成
金
⑫
問
合
せ
”
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

十
日
町
（
智
57
1
2
4
0
7
）
へ
。

◆
冬
期
循
環
解
雇
事
務
所
事
務
手
続
き
説

明
会
　
中
魚
沼
地
区
で
は
降
雪
期
に
建
設

業
を
中
心
に
大
量
の
離
職
者
が
パ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
雇
用
保
険
手
続
き
に
訪
れ
ま
す
。

そ
こ
で
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
冬
期
循
環

雇
用
を
実
施
す
る
事
業
所
を
対
象
に
事
務

手
続
き
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
⑫
日
時

”
n
月
1
2
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
⑫
場
所

目
ク
ロ
ス
ー
0
②
内
容
”
①
冬
期
循
環
解
雇

の
事
務
手
続
き
②
通
年
雇
用
奨
励
金
に
つ

い
て
●
問
合
せ
”
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

適
用
係
へ
．

◆
中
小
企
業
者
を
支
援
し
ま
す

　
県
で
は
中
小
企
業
者
の
健
全
経
営
を
支

援
す
る
た
め
、
「
中
小
企
業
金
融
相
談
窓

口
」
を
設
け
、
経
営
改
善
や
破
綻
金
融
機

関
等
の
影
響
に
よ
る
資
金
調
達
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
⑫
設
置
場
所
1
1
新

潟
県
商
工
振
興
課
金
融
係
（
県
庁
n
階
）

⑫
受
付
時
問
”
平
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
（
た
だ
し
1
0
月
中
は
毎
日
開
設
）

⑫
電
話
相
談
の
場
合
“
直
通
0
2
5
1
2

8
5
1
6
9
6
6
へ
。

ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
学
校
体
育
施
設
開
放
（
後
期
分
）

　
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
、
学

校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
ま

す
。
⑫
期
間
”
1
2
月
～
翌
年
3
月
②
申
込

み
”
11
月
6
日
㈲
ま
で
に
申
込
用
紙
を
添

え
総
合
体
育
館
へ
（
智
52
1
4
3
7
7
）

へ
。
※
申
込
用
紙
は
各
小
・
中
学
校
、
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
無
料
体
験
コ
ー
ス

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
で

は
、
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
の
た
め

に
n
月
1
日
㈲
～
12
月
27
日
㈲
の
2
か
月

間
「
無
料
体
験
登
録
講
習
会
」
を
行
い
ま

す
。
⑫
日
程
”
日
曜
・
祝
日
・
月
曜
日
H

午
後
3
時
30
分
～
、
火
曜
日
口
午
後
8
時

～
（
第
2
・
第
4
週
の
み
）
、
水
曜
・
金
曜

日
H
午
前
1
0
時
30
分
～
、
木
曜
日
一
午
後

2
時
～
、
土
曜
日
H
午
後
2
時
～
・
午
後

6
時
30
分
～
※
そ
れ
ぞ
れ
1
時
間
コ
ー
ス
。

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
⑫
内
容
”
だ
れ
で
も
で
き
る
「
体

な
ら
し
メ
ニ
ュ
ー
」
を
紹
介
ま
す
。
⑫
申

込
み
“
要
予
約
・
定
員
制
で
す
。
日
程
を

確
認
の
う
え
総
合
体
育
館
へ
。

交差点事故を防止しましょう

　平成10年度中、十日町署管内における交

通事故の発生件数は380件、その内、交差点

事故は131件と全事故の約34．5％を占めてい

ます。

　交差点事故の多くは、一時不停止や安全

不確認などの基本的な交通ルールを守らな

いために発生しています。交差点では確実

に一時停止し、はっきりと左右の安全を確

認しましょう。

H
車の陰からや、車の直前・　：直後の横断は危険です。面　’
到がらず￥横断歩道を渡り
ましよう。

上浦　　’．“㌦鼻・’・　一

1

ン．．

　　　　　　　弓
ぎ．　ρ’窟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

1詳

つ』・／シ　　』一
「’　　一

　　　’
ノ｝、

竃『一

￥
、1　　　　　　　　9 脇見運転は、危険です。

進行万向・巻き込み等に特

車の陰からや、車の直前・

直後の横断は危険です。面
倒がらず￥横断歩道を渡り
ましよう。

脇見運転は、危険です。

進行万向・巻き込み等に特
に注意しましょう。

ま乙よラ

凱弾
乙

ス

市内の9月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 16（176） 19（232） 0（1） 52（469）

10年 17（181） 19（205） 0（3） 46（425）

騰
㊥
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
対
策
資
金

　
新
潟
県
で
は
、
経
営
破
綻
し
た
新
潟
中
央
銀
行
と
金
融
取
引
が
あ
り
、
新
た
な

資
金
調
達
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
（
県
内
で
1
年
以
上
継
続
し
て
同
一

事
業
を
営
む
事
業
者
の
う
ち
、
新
潟
中
央
銀
行
か
ら
借
入
残
高
が
あ
り
、
新
た
な

資
金
調
達
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
者
）
に
対
し
、
事
業
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す

る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

融
資
条
件

▼
融
資
使
途
H
運
転
資
金
・
設
備
資
金
（
借
り
換
え
・
土
地
取
得
資
金
を
除
く
）

▼
融
資
限
度
額
H
3
千
万
円
　
▼
融
資
利
率
H
年
利
2
・
5
％

▼
融
資
期
間
目
○
運
転
資
金
（
5
年
以
内
・
据
置
1
年
含
む
）

　
　
　
　
　
　
○
設
備
資
金
（
7
年
以
内
・
据
置
1
年
含
む
）

▼
信
用
保
証
H
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証
付
き
と
す
る
。

▼
返
済
方
法
U
原
則
と
し
て
割
賦
返
済

申
込
手
続
き

　
市
内
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
新
潟
県
信
用
組
合
の
各
支
店
の
窓

口
に
次
の
添
付
書
類
を
付
し
て
、
1
2
年
9
月
1
8
日
ま
で
に
申
込
む
。

▼
添
付
書
類
1
1
①
新
潟
中
央
銀
行
が
発
行
す
る
借
入
残
高
証
明
書

　
　
　
　
　
　
②
県
の
納
税
証
明
書
（
十
日
町
財
務
事
務
所
で
発
行
）

命
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金

　
市
で
は
、
新
潟
中
央
銀
行
の
破
綻
に
よ
る
金
融
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

10

年
7
月
に
施
行
し
た
十
日
町
市
経
済
景
気
対
策
特
別
資
金
の
融
資
対
象
者
に

「
新
潟
中
央
銀
行
か
ら
の
借
入
残
高
が
あ
り
、
新
た
な
資
金
調
達
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
者
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
取
扱
金
融
機
関
は
、
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
新
潟
県
信
用
組
合

の
各
支
店
と
十
日
町
農
業
協
同
組
合
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
H
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
費
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。
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喫
吻
碍
反
璽
聯
禦
り
ま
す

■
対
象
に
な
る
子

　
①
1
1
月
1
日
現
在
、
生
後
3
か
月
か
ら

接
種
日
現
在
（
判
定
・
B
C
G
）
4
歳
未

満
の
子
②
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
判

定
で
、
B
C
G
の
対
象
に
な
っ
た
が
未
接

種
の
子
③
平
成
1
1
年
2
月
2
日
～
8
月
－

日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
通
知
し
ま
す
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子

　
①
ポ
リ
オ
、
風
し
ん
接
種
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
子
②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ

る
子
③
発
熱
や
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る

子
④
B
C
G
を
接
種
し
た
子

■
注
意
す
る
こ
と

　
①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
（
結

核
・
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G
）
を

必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
②
医
師
に
よ

る
予
診
（
視
診
・
聴
診
）
が
あ
り
ま
す
。

脱
ぎ
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
も
の

　
①
母
子
健
康
手
帳
②
体
温
計
③
本
市
に

住
民
登
録
し
て
い
な
い
と
き
は
登
録
し
て

い
る
市
町
村
が
発
行
し
た
「
予
防
接
種
実

施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

一
受
付
時
間
（
時
間
厳
守
）

　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
2
時
焉
分

■
会
場

■
問
合
せ

程表〉〈日

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ

難匿
饗難麹繋
叢　　種

馨腱粥鶴
i接　　種i

1欝　治

議　簸
悲　潔

11月9日（幻 11月11日（木）

、鑛麟購 11月10日㈱ 11月12日㈹

麟　榮
薦　繋

欝翻
11月16日（幻 11月18日休）

◆
ハ
ロ
ー
M
a
M
a
ス
ク
ー
ル

籔
日
時
H
n
月
8
日
㈲
・
1
5
日
㈲
の
午
後

1
時
1
5
分
～
3
時
（
2
日
コ
ー
ス
）
籔
場

所
U
保
健
セ
ン
タ
i
⑫
対
象
目
6
月
2
8
日

～
1
0
月
2
2
日
の
間
に
妊
娠
届
を
し
た
人
籔

内
容
”
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

栄
養
指
導
ほ
か
纏
参
加
費
H
無
料
穆
そ
の

他
日
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
笏
問
合

せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
断
酒
友
の
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
崩

し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
纏
日
時
H

H
月
2
1
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

穆
場
所
H
公
民
館
本
館
⑫
問
合
せ
“
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

窃
日
時
H
n
月
1
9
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
⑫
場
所
H
十
日
町
保
健
所
⑫
問
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

甲11月の休日救急医

3日㈱　文化の日

田中外科医院（田中町本通り）費52－2403

7日（日）

たかき医院　（土市5）姪58－2361

中条病院（北原）盈57－3018
14日（日）

本町クリニック　（本町3）姪50－1160

21日（日）

池田医院（本町西1）鱈52－2581

23日㈹　秋分の日

川西町診療所　（川西町）盈68－2034

津南病院（津南町）費65－3161
28日（日）

長山医院（津南町）盈66－2877

鶏

むし歯のないよい歯の子
　9月の3歳児健診を受けた子33人

者
夫
平
彦
人

護
保
克
惣
利
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
島
3
崎
睨

　
条
沢
　
　
－

住
中
水
尾
剛

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
き
樹
と
人
ほ
穂
さ
沙

子の
瞳
功
ゆ
慶
り
莉
蜘
彩

歯
い
澤
山
川
澤

よ

　
金
丸
小
相
鈴木千広（本町4）憲夫
保坂　 透（姿2）日出夫
野上　光（高島2）耕平

11月の乳幼児健康診査

　
隆
一
男
幸
夫
規

隆

　
芳
鉱
一
隆
昭
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ノ

3
睨
町
・
原
－
睨

座
　
　
　
　
　
田
宮

新
慧
上
水
上
新
轍

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

生
香
き
樹
榊
彩
か
加
樹
脚
生

弥
日
％
滉
　
　
り
莉
和
肋
悠

　
明
　
　
　
せ
静

熊
野
田
林
村
口
場

樋
佐
岩
小
田
樋
馬

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

4日

体）

午後1時

　～1時45分
8年5月
生まれの幼児

1歳6か月児
健　　　　診

17日
（水）

午後1時

　～1時45分

10年5月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

24日
（水）

午後1時

　～1時30分

11年7月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
25日
（木）

午前9時

～9時50分

9年

4月・5月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

16日
（幻

午前9時15分

　　～10時

11年1月
生まれの乳児

隣編劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成8年6月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。12月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、11月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

11月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 1・8・15・22・29㈲ 午前9時～11時30分
新座コミュニティセンター

9日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

18日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 紳
斗士

19日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

26日⑨

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を。
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

11月の献血車
◆全血献血　17日㈱（午前）十日町専門店会

　　　　　　　　　　（午後）十日町郵便局

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　10日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　十日町市の皆さんお元気ですか。私たちはコモのアンド

レア・スキアーヴィオと伊藤裕子です。覚えてくださって

いるでしょうか。平成8年のクリスマスコンサートでおじ

ゃましました。今でもあの真っ白な雪に包まれた美しい十

日町の様子や、とても温かく私たちを迎えてくださった皆

さんの姿がはっきりと目に浮かびます。あれからもう3年

が経とうとしているなんて信じられない気がします。

　さて、こちらコモではバカンスを楽しむ観光客のにぎわ

いも去り、昼間の日差しはまだ夏の名残を残しているもの

の、湖沿いの山々には少しずつ秋の気配が漂ってきていま

す。10月に入るといよいよ市立劇場でのオペラシーズン

撫

がスタートします。今年はロッシー二の「シンデレラ」や

ヴェルディーの「シモンボッカネグラ」、プッチー二の「ト

スカ」などが上演される予定です。華やかな舞台以上に“華

やかな客席”が今から目に浮かびます。十日町もちょうど

季節の移り変わるころと思います。赤や黄色に色付いた山々

の景色を思い浮かべるだけでため息がでそうです。いつか

また十日町を訪れてみたい、そう願ってやみません。皆さ

んに再びお目にかかれることを楽しみにしています。

オレの日常
　　　　　十高マン研

約
＆
，
才
レ

劇
ん
紺
弼
ん
A

　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
）

　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
諺

　　　　　謙粛

曾　諮
　　　　　∫

∩
⑲

暴
嵩
昏
魯
り

　
　
　
　
　
　
　
櫓

　　　壌蒜

轡　　　調
　　ドに　　じ　ま
　　　げず　　々’・醒

　　ゼ”　，屡
　　、、、

　　　殉1ヒ、曜、、．

　　y一　ジ’

緩露

スクーPレNOW

　　　～やりぬく子～
なんでも挑戦「三宅太鼓」

真田小学校

瀞．43

麟

　　　　　　　　　　　　　ぱ

　市の重要文化財“鉢の石仏”で知られる

真田地区は、緑に囲まれ、野鳥の声が響き

わたる、自然の豊かなところです。田んぼ

が黄金色のじゅうたんにおおわれたころ、

のどかな鉢に激しい地鳴りのような音がと

どろき始めました。鉢の人々を驚かせた音

こそ、真田小児童の演奏する「三宅太鼓」

の響きです。

　全校5人。男子のみで和太鼓に挑戦して

います。三宅太鼓は低い姿勢で力強く打ち

込むとても激しい太鼓です。真田若武者太

鼓の伝承があっても、激しいバチさばきに

よるマメや筋肉痛を乗り越え、音楽交歓会

では勇壮で息の合った演奏ができました。

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
今
回
の
取
材
で
は
、
1
0
月
9
日
の
「
き

も
の
園
遊
会
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
着
物

姿
は
や
は
り
華
や
か
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
も
、
そ
の

姿
は
美
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
会
場
を
訪
れ
た
人
か
ら
「
十

小
の
“
わ
か
む
ら
さ
き
の
会
”
の
よ
う
に
、

ほ
か
の
小
中
学
校
で
も
着
物
サ
ー
ク
ル
的

な
も
の
を
つ
く
り
、
小
さ
い
と
き
か
ら
着

物
に
関
わ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と
い
う
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
日
町
に

は
、
春
の
き
も
の
ま
つ
り
、
そ
し
て
今
回

の
き
も
の
園
遊
会
と
着
物
の
イ
ベ
ン
ト
が

2
回
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
着
物
離
れ
が

進
む
中
、
ど
う
し
た
ら
着
物
を
着
て
い
た

だ
け
る
か
を
考
え
た
と
き
、
歩
き
方
一
つ

と
っ
て
も
、
成
人
式
で
初
め
て
着
物
を
着

た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

会
場
の
声
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
子
ど
も

の
と
き
か
ら
着
物
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。
㊨

十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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